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会報 
ＮＯ.171 
 ２0２２年 
 9 月 15 日 
瀬戸市追分町64-１ 
瀬戸市職労組 事務所 
056１-84-4760  

fax   84-4767 
郵便振替口座番号 
008２0-9-１05１２0 

 
連絡先 

事務局  

梅野 
090-3837-7050 
寺脇 
057２-２３-5899 
 fax 同上  
携帯 

０９０-６５７５-4３７0 
Ｅメール 

tera-m@ob.aitai.ne.jp 

 

あ
り
が
と
う 

ご
ざ
い
ま
し
た
！ 

２
０
２
２
年
度
（
８
月
３
日
ま
で
） 

 
 

 

会
費
お
よ
び
カ
ン
パ
を
頂
い
た
方 

瀬
戸
市 

土
屋
鋼
平
さ
ん 

１
０
０
０
円 

 

細
江
弘
年
さ
ん 

１
０
０
０
円 

 ２
０
２
３
年
度
（
８
月
３
日
以
降
） 

 
 

 

会
費
お
よ
び
カ
ン
パ
を
頂
い
た
方 

瀬
戸
市 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

大
島
武
彦
さ
ん 

２
０
０
０
円 

名
古
屋
市 

 

村
田 

護
さ
ん 

２
０
０
０
円 

 

村
瀬
紀
生
さ
ん 

３
０
０
０
円 

 

渡
辺
尚
弘
さ
ん 

１
０
０
０
円 

春
日
井
市 

 

金
子 

力
さ
ん 

２
０
０
０
円 

豊
橋
市 

樫
村
愛
子
さ
ん 

１
０
０
０
円 

 
 

 
 

 

中
津
川
市 

 

遠
山
洋
子
さ
ん 

１
０
０
０
円 

神
戸
市 

 

青
木
政
明
さ
ん 

４
０
０
０
円 

愛
航
研
究
会 

 

 

渡
辺
哲
国
さ
ん 

５
０
０
０
円 

 

蛸
島 

直
さ
ん 

５
０
０
０
円 

２
０
２
２
年
９
月
10
日
現
在 

 
 
 
 
 
 

１
４
８
名 

（
＋
３
－
０
） 

な
お
、
１
７
０
号
で
お
知
ら
せ
し
た
愛
航
会 

 

渡
辺
哲
国
さ
ん
１
２
０
０
０
円
は
、
誤
記
で

し
た
、
お
詫
び
し
て
訂
正
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

会
計 

寺
脇 

第 31回保存する会総会 8月 6日 水野地域交流センター 

あいち平和のための戦争展 8月 11 日～14日  

          市民ギャラリー矢田 

会員になって頂いた   

     渡辺さん 

 カ
ン
パ
を
頂
い
た
遠
山
さ
ん
（
左
）

と
小
野
木
さ
ん
（
右
） 

 

戦
争
展
で
は
名
古
屋
在
住
の
西
英
子
か
ら
終

戦
時
（
当
時
８
才
）
の
体
験
談
を
伺
い
ま
し
た

が
、
次
号
に
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

３
年
ぶ
り
の
見
学
会 

 

 
８
月
２
２
日 

広
島 

3 年ぶりに豊橋の樫

村さんと再会（寺脇） 

 

 

戦跡保存シンポも対面では 3年ぶり開催（広島）8月 21日 
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  第
31
回 

 

瀬
戸
地
下
軍
需
工
場
跡
を
保
存
す
る
会
総
会
要
項 

 

〈
会 

 
 

場
〉 

 
 

水
野
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー 

 
 

 

〈
日 

 
 

程
〉 

 
 

 
 

 

 
 

 

司
会 

 
 

 

事
務
局 

 

野
田
茂
生 

13
時
30
分 

 
 

あ
い
さ
つ 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 

代 
 

表 

梅
野
敏
基 

１
、
本
年
度
の
活
動
報
告 

 

 
 

 
  

 

事
務
局
長 

加
藤 

徹 
 
 
 

 
 

２
、
会
計
報
告 

監
査
報
告 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 

 

会 
 

計 

寺
脇
正
治 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
 

 
 

会
計
監
査 

栄
木
房
子 

３
、
次
年
度
の
活
動
方
針 

 
 

 
 
  

  
 
 
 
 
 
 
 

事
務
局
長 

 

加
藤 

徹 
 

 
 

 
 
 

質
疑
承
認 

 
 
  

 
 
 

 

記
念
講
演
会 

 

「
地
域
を
学
ぶ
地
域
で
学
ぶ 

 
 

 

ー
ぼ
く
ら
の
町
に
も
戦
争
が
あ
っ
た
ー
」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

村
瀬
紀
生
さ
ん 

 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 

 
 

 

15
時
30
分 

 
  

終
了 

 

〈
は
じ
め
に
〉 

 

私
た
ち
は
、
瀬
戸
に
残
る
地
下
軍
需
工
場
跡
を
保
存

し
、
瀬
戸
市
民
の
戦
地
・
銃
後
の
苦
し
み
体
験
を
調

査
・
保
存
し
て
、
再
び
先
の
戦
争
の
よ
う
な
こ
と
が
起

瀬戸地下軍需工場跡を保存する会第 31 回総会
に参加しました。 
 ７/１に「東海ど真ん中」（NHK）での保存する会の活動紹介、

水野地域資料館についての進捗状況の報告がありました。３３年

目の保存する会の活動は事務局の皆さんの粘り強い取り組みがあ

ったからこそ。 

 記念講演の村瀬紀生氏の「地域を学び・地域で学ぶ 『ぼくら

の町にも戦争があった』」は、地域のとらえ方、教科書問題、時代

背景に対しての考察がありました。現場主義＝「空間」を意識し

た学習の取り組み、発想の転換や自分なりの学習の流れを持つこ

との大切さを学びました。交流の中で、人の意見を取り入れ、自

分の頭で考え実践する必要性が語られました。教育現場では管理

が進み、同調志向が強まっています。これは、社会全体にも浸透

していると思います。教室や学校という枠から一歩外に踏み出す、

新たな空間探しは新しい世界の発見につながると思いました。                

     「荒木庄平さんのフェイスブックページ」から引用。 

 

地域教育について熱く語る村瀬紀生さん

（上）と創作劇のようす（左） 

８
月
６
日
（
土
）
水
野
地
域
交
流
館
で
保
存
す
る
会
第
３
１

回
総
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
参
加
者
は
１
６
名
。 

 

前
年
度
の
活
動
報
告
、
会
計
報
告
、
次
年
度
の
活
動
計
画

の
あ
と
、
総
会
記
念
講
演
会
で
は
保
存
す
る
会
の
立
ち
上
げ

人
の
お
一
人
で
も
あ
る
村
瀬
紀
生
さ
ん
に
「
地
域
を
学
び
・

地
域
で
学
ぶ
ー
ぼ
く
ら
の
町
に
も
戦
争
が
あ
っ
た
ー
」
と
題

し
て
講
演
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
村
瀬
さ
ん
は
４０
年
以

上
に
わ
た
り
、
瀬
戸
市
内
の
小
学
校
教
員
と
し
て
ご
活
躍
さ

れ
ま
し
た
。
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
た
「
村
瀬
節
」
で
社
会
科
を

中
心
に
現
在
教
育
を
鋭
く
え
ぐ
り
こ
れ
か
ら
の
私
た
ち
の
活

動
に
大
き
な
指
針
を
与
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
講
演
内
容

に
つ
い
て
は
次
号
以
降
で
お
伝
え
し
ま
す
。 

あいさつする梅野代表 
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こ
ら
な
い
よ
う
に
と
、
微
力
な
が
ら
32
年
間
活
動
し
て

き
ま
し
た
。 

 

と
こ
ろ
が
、
２
０
１
３
年
の
「
秘
密
保
護
法
」
に
引

き
続
き
、
２
０
１
４
年
は
「
集
団
的
自
衛
権
」
の
閣
議

決
定
が
な
さ
れ
、
そ
し
て
２
０
１
５
年
は
「
安
保
法
案
」

が
２
０
１
７
年
に
は
「
共
謀
罪
法
案
」
が
国
会
で
可
決

さ
れ
る
な
ど
、
外
国
と
共
に
海
外
で
戦
争
す
る
国
に
な

ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
２
０
２
２
年
の
2
月
に
起

こ
っ
た
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
に
伴
い
、
軍

事
費
大
幅
増
額
、
そ
し
て
憲
法
改
「
正
」
の
動
き
は
過

去
を
顧
み
な
い
人
達
に
よ
っ
て
盲
目
的
に
推
し
進
め

ら
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。 

 

私
た
ち
は
、
こ
の
よ
う
な
動
き
に
強
く
反
対
し
ま
す
。

そ
し
て
、
あ
の
戦
争
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
た
国
内

外
の
多
く
の
犠
牲
を
無
駄
に
す
る
こ
と
な
く
、
平
和
な

日
本
と
国
民
生
活
、
そ
し
て
世
界
平
和
へ
、
多
く
の

人
々
と
力
を
合
わ
せ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

１
、
本
年
度
の
活
動
報
告 

 
 
 
 
 
 

（
21
年
8
月
～
22
年
7
月
） 

 

（
１
）
証
言
・
資
料
の
調
査
、
記
録
す
る
活
動 

 

・
瀬
戸
市
と
周
辺
の
戦
跡
調
査 

 

 
 
 
 
 

9
月
11
日 

幡
山
地
区
防
空
壕
調
査 

 

 
 
 

 
 

梅
野
、
加
藤
徹
、
芝
田
、
寺
脇 

 

 
 （

２
）
市
民
・
県
民
に
向
け
た
広
報
活
動 

 

 

２
０
２
１
年 

・
8
月
7
日 

第
30
回
総
会 

 
 

 

座
談
会 

「
「
次
世
代
に
伝
承
す
る
た
め
に
」 

 

 
 

 
 

 
 

ー
私
た
ち
の
30
年
と
こ
れ
か
ら
ー 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

参
加
者
17
名 

 

水
野
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー 

・
8
月
12
日
～
15
日 

あ
い
ち
平
和
の
た
め
の
戦 

 
 

争
展
（
含
ネ
ッ
ト
展
示
） 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

参
加 

梅
野
、
芝
田
、
寺
脇 

 

・
10
月
9
日 

パ
ル
テ
ィ
せ
と
交
流
フ
ェ
ス
タ 

 

 
 

展
示
参
加 

２
０
２
２
年 

・
1
月
22
日 

現
地
見
学
会 

22
名
参
加 

 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 

水
野
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー 

 
 

・
5
月 

7
日 

学
習
会
① 

 

「
愛
知
航
空
機
瀬
戸
疎
開
工
場
」 

 
 

 

8
名
参
加 

 
 

水
野
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー 

 

・
5
月
14
日 

学
習
会
② 

 

「
瀬
戸
の
空
襲
」 

7
名
参
加 

 
 
 
 
  

 

同
右 

 

・
5
月
21
日 

学
習
会
③ 

 
「
戦
時
中
の
市
民
生
活
」 

5
名
参
加 

  

同
右 

 

 
・
5
月
28
日 

学
習
会
④ 

 

「
戦
場
に
送
ら
れ
た
人
々
」
5
名
参
加 

 
 

同
右 

 

 

・
7
月 
1
日 

Ｎ
Ｈ
Ｋ
19
時
30
分
～
20
時 

 

（
愛
知
岐
阜
三
重
3
県
内
の
放
送
） 

 

「
東
海
ど
真
ん
中
」 

歴
史
バ
ラ
エ
テ
ィ 

 

（
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
パ
岐
阜
・
東
海
編
）
平
和
の
種
を 

 
 

探
せ
！
で
保
存
す
る
会
の
活
動
が
紹
介
さ
れ
る 

 

・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

閲
覧
数 

2
4
4
3
7
(

８
月
3
日
） 

 
 

 

（
１
年
間
で
ア
ク
セ
ス
約
１
２
０
０
） 

 

（
３
）
戦
争
遺
跡
等
の
見
学
会
、
他
団
体
と
交
流
、 

 
 

全
国
に
紹
介
す
る
活
動 

 

２
０
２
１
年 

 

・
8
月
27
日
～
28
日 

 

第
51
回
空
襲
・
戦
災
を
記
録
す
る
会
全
国
連
絡
会
議 

 

 

東
京
大
会
（
オ
ン
ラ
イ
ン
）
参
加 

寺
脇 

 
 

 

 

・
10
月
2
日
～
3
日 

 

 

第
24
回 

戦
争
遺
跡
保
存
全
国
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム 

 

東
京
・
東
大
和
大
会 

オ
ン
ラ
イ
ン
参
加 

 

寺
脇 

 

・
11
月
21
日 

豊
川
戦
跡
見
学
会
会 

 
 

 
 

「
豊
川
海
軍
工
廠
と
平
和
公
園
」 

参
加
者
8
名 

 

 

・
12
月
12
日 

第
37
回
戦
災
空
襲
記
録
づ
く
り 

 
 

東
海
交
流
会 

オ
ン
ラ
イ
ン
で
参
加
・
報
告 

寺
脇 

 

・
空
襲
・
戦
災
を
記
録
す
る
会
全
国
連
絡
協
議
会
誌

「
空
襲
通
信
」
に
交
流
会
内
容
を
報
告 

寺
脇 

 

（
４
）
地
下
軍
需
工
場
跡
地
を
保
存
・
整
備
す
る
活
動 

 

２
０
２
１
年 

12
月
11
日 

 

現
地
整
備
作
業 

 

草
刈
り
お
よ
び
用
水
路
橋
改
修 

参
加
者
6
名 

 

（
５
）
組
織
活
動
（
会
報
の
発
行
） 

 

・
会
報
を
６
回
（
№
１
６
５
～ 

№
１
７
０
）
発
行
。 

 

（
６
）
瀬
戸
市
及
び
諸
機
関
に
対
す
る
要
請 

 

・
水
野
小
学
校
の
水
野
地
域
資
料
館
に
つ
い
て
の 

 
 

問
い
合
わ
せ 

 

大
橋 

 

 

（
７
）
保
存
す
る
会
の
運
営
・
会
員
の
拡
大 

 

・
事
務
局
会
議
を
毎
月
（
8
月
以
外
）
１
回
開
催
。 

 

 

会
員
数
は
、
8
月
3
日
現
在 

１
４
５
名
。 

 

２
、
会
計
報
告 

な
ら
び
に
監
査
報
告 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
次
ペ
ー
ジ
） 
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３
、
次
年
度
の
活
動
方
針
（
22
年
8
月
～
23
年
7
月
） 

 
 （

１
）
証
言
・
資
料
を
調
査
、
記
録
す
る
活
動 

 

①
地
下
軍
需
工
場
に
関
す
る
新
た
な
証
言
や
資
料
、 

 

瀬
戸
地
域
の
戦
争
体
験
談
、
戦
時
下
の
市
民
の
く
ら 

 

し
や
産
業
・
職
場
の
状
況
な
ど
の
写
真
や
記
録
、
地 

 

域
に
残
っ
て
い
る
遺
跡
な
ど
を
調
査
す
る
。 

 

②
瀬
戸
市
に
あ
る
戦
争
遺
跡
を
調
査
し
、 

 

「
瀬
戸
戦
跡
マ
ッ
プ
」
を
作
成
す
る
。 

 

（
２
）
市
民
・
県
民
に
向
け
た
広
報
活
動 

 
 
 
 

 

 
 

①
あ
い
ち
平
和
の
た
め
の
戦
争
展
（
8
月
11
日
～ 

 

14
日 

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
矢
田
）
に
参
加
す
る
。 

 
 

②
ピ-

ス
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
in
瀬
戸
に
協
賛
す
る
と 

  

共
に
「
戦
争
体
験
を
語
り
継
ぐ
会
」
に
参
加
す
る
。 

 
 

9
月
24
日
（
土
） 

新
郷
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー 

 

「
戦
争
は
教
育
か
ら
は
じ
ま
る 

 
 

 

ー
廃
屋
か
ら
見
つ
か
っ
た
教
材
三
点
ー
」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

③
地
域
宣
伝
に
努
力
す
る
。
ま
た
、
地
域
の
活
動
・ 

 
 
 

イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
「
地
下
軍
需
工
場
跡
を
史
跡 

 
 
 

に
！
」
の
理
解
を
広
め
る
。 

 

④
瀨
戸
地
下
軍
需
工
場
跡
を
見
学
す
る
会
を
開
催 

 
 
 

す
る
。（
23
年
1
月
）
現
地
見
学
会 

 
 

⑤
瀬
戸
市
生
涯
学
習
市
民
講
師
と
し
て
学
校
や
他 

 
 
 

団
体
の
要
請
に
応
じ
講
演
講
習
な
ら
び
に
資
料
を 

 
 
 

貸
し
出
し
を
行
う
。 

 
 

⑥
地
下
軍
需
工
場
跡
地
散
策
遊
歩
道
マ
ッ
プ
・
看
板 

 
 
 

等
が
公
共
機
関
に
設
置
で
き
る
よ
う
働
き
か
け
る
。 

 

 

⑦
瀬
戸
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
の
登
録
団
体
と
し
て 

 
 
 

市
民
と
の
交
流
を
図
る
。 
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（
交
流
フ
ェ
ス
タ
参
加
10
月 

８
日
（
土
）
） 

 
 

⑧
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ホ-

ム
ペ-

ジ
等
デ
ジ
タ
ル 

 
 
 
 

コ
ン
テ
ン
ツ
を
活
用
す
る
。 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

h
ttp

:/
/
o
b
.a

ita
i.n

e
.jp

/
~
te

ra
-m

/
in

d
e
x
.h

tm
 

２
０
０
１
年
8
月
開
設 

フ
エ
イ
ス
ブ
ッ
ク
（2

0
1
2

年
4
月
開
設
） 

 

 

い
ず
れ
も
「
瀬
戸
地
下
」
で
検
索 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

メ 

ー 

ル 
 

te
ra

-m
@

o
b
.a

ita
i.n

e
.jp

 
 

 
 

  
 
 

 

（
３
）
戦
争
遺
跡
等
の
見
学
会
、
他
団
体
と
交
流
、
全

国
に
紹
介
す
る
活
動 

 

①
戦
争
遺
跡
保
存
全
国
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
参
加
す
る
。 

 

第
２
５
回
戦
争
遺
跡
保
存
全
国
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム 

 

広
島
大
会
参
加
予
定 

 
 

８
月
20
日
（
土
）
全
体
会
21
日
（
日
）、
分
科
会 

 
 
 

22
日
（
月
）
現
地
見
学
会 

 

 

②
空
襲
・
戦
災
を
記
録
す
る
会
全
国
連
絡
会
議 

 
 
 
 

２
０
２
２
年
（
8
月
27
日
～
28
日
）
開
催 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 

オ
ン
ラ
イ
ン
参
加
予
定 

 

③
戦
災
・
空
襲
記
録
づ
く
り
東
海
交
流
会
に
参
加
す 

 
 
 
 
 

る
。 

 

（
12
月
？
日
（
日
）
） 

 

④
戦
争
遺
跡
等
の
見
学
会
を
秋
（
2
２
年 

11
月

（
土
）
？
）
に
開
催
す
る
。 

・
公
共
交
通
機
関
で
行
く
平
和
資
料
館
め
ぐ
り 

（
①
ピ
ー
ス
あ
い
ち
、
②
戦
争
に
関
す
る
資
料
館
、 

 
 

③
岐
阜
市
平
和
資
料
室
） 

・
春
の
戦
跡
見
学
会
（
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
使
用
）
を
ど
う

す
る
か
？ 

 

（ 

４
）
地
下
軍
需
工
場
跡
地
を
保
存
・
整
備
す
る
活
動 

・
地
下
軍
需
工
場
跡
地
の
整
備
（
入
口
な
ど
を
巡
る
散 

 

策
道 

草
刈
、
案
内
表
示
板
の
設
置
等
）
を
行
う
。 

 
 

 
 

22
年
12
月 

 

23
年
？ 

 
 

（ 

５
）
組
織
活
動
（
会
報
の
発
行
・
会
員
の
拡
大
） 

① 

会
の
取
り
組
み
・
証
言
・
会
員
か
ら
の
た
よ
り
を

会
員
に
伝
え
る
た
め
、
会
報
を
年
６
回
程
度
発
行
す
る
。 

 
 

 

（
皆
様
か
ら
の
御
意
見
・
情
報
・
証
言
を
お
待
ち
し 

 

て
お
り
ま
す
。） 

 

② 

会
の
活
動
費
・
会
報
の
郵
送
代
に
す
る
た
め
、
会 

 

費
を
徴
集
す
る
。（
１
年
１
口 

１
，
０
０
０
円
） 

 

※
振
込
用
紙
で
送
金
さ
れ
る
場
合
は
、
振
込
手
数
料 

 

込
で
お
願
い
し
ま
す
。 

 

③
会
員
を
拡
大
を
図
る
。（
８
月
３
日
現
在
１
４
５
名
） 

 

（
６
）
瀬
戸
市
・
県
・
国
へ
の
要
請 

 
・
地
下
軍
需
工
場
跡
地
一
帯
が
保
存
さ
れ
「
平
和
へ 

 
の
散
歩
道
」
を
実
現
さ
せ
る
た
め
、
瀬
戸
市
・
県
・ 

 
 

国
に
要
請
す
る
。 

 

・「
水
野
の
里
郷
土
館
（
仮
称
）
づ
く
り
」 

 
 

歴
史
と
自
然
の
宝
庫
「
水
野
の
里
」
の
素
晴
ら
し 

 
 

さ
を
伝
え
る
と
と
も
に
、
平
和
を
考
え
る
資
料
館 

 
 

づ
く
り
を
め
ざ
す
。 

 

（
７
）
保
存
す
る
会
の
運
営 

 

・
事
務
局
会
議
を
毎
月
（
8
月
以
外
）
１
回
開
催
。 

 
 

毎
月
第
２
水
曜
日
午
後
5
時
よ
り
、
市
職
労
組
合 

 
 

事
務
所
で
。 

 
 

 

 

年
間
活
動
計
画
（
２
０
２
２
年
8
月
～ 

 
 

 
 
 
 
 

 
 

２
０
２
３
年
7
月
） 

                                 月

行
事
名


３
１
回
総
会
（８
・６
）　
あ
い
ち
平
和
の
た
め
の
戦
争
展
（８
・１
１
～
１
４
）

ビ
ー
ス
戦
争
体
験
を
語
り
継
ぐ
会
　
保
存
す
る
会
担
当
（９
・２
４) 

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　   

会
報
１
７
１
号
発
行
　
　
事
務
局
会

パ
ル
テ
ィ
せ
と
交
流
会
（10/8

）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
事
務
局
会

平
和
資
料
館
め
ぐ
り
（１
１
・？
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

　
会
報172

号
発
行 

　
事
務
局
会

第
３
８
回
　
空
襲
・戦
災
記
録
づ
く
り
東
海
交
流
会
（１
２
・？)

     

　
　
　
　
　
　
　
　
　 

現
地
整
備         

　
　
　
　
　
　
　
　 

事
務
局
会


現
地
見
学
会
　
な
ら
び
に
　
学
習
会
　
（１
・？)

ビ
ー
ス
戦
争
体
験
を
語
り
継
ぐ
会
実
行
委
員
会
　
　   

会
報
１
７
３
号
発
行
　
　
事
務
局
会

  

春
の
見
学
会
下
見
？

ビ
ー
ス
戦
争
体
験
を
語
り
継
ぐ
会
実
行
委
員
会
　
　
　
　
　
　
　
　      

　
事
務
局
会


あ
い
ち
平
和
の
た
め
の
戦
争
展
実
行
委
員
会
・ビ
ー
ス
戦
争
体
験
を
語
り
継
ぐ
会
実
行
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
会
報
１
７
４
号
発
行
　
　
事
務
局
会

あ
い
ち
平
和
の
た
め
の
戦
争
展
実
行
委
員
会
・ビ
ー
ス
戦
争
体
験
を
語
り
継
ぐ
会
実
行
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
事
務
局
会


春
の
戦
跡
見
学
会
（？
）
　
　
　

あ
い
ち
平
和
の
た
め
の
戦
争
展
実
行
委
員
会
・ビ
ー
ス
戦
争
体
験
を
語
り
継
ぐ
会
実
行
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
会
報
１
７
５
号
発
行
　
　
事
務
局
会

あ
い
ち
平
和
の
た
め
の
戦
争
展
実
行
委
員
会
・ビ
ー
ス
戦
争
体
験
を
語
り
継
ぐ
会
実
行
委
員
会


あ
い
ち
平
和
の
た
め
の
戦
争
展
実
行
委
員
会
・ビ
ー
ス
戦
争
体
験
を
語
り
継
ぐ
会
実
行
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　     

　
会
報
１
７
６
号
発
行
　
　
事
務
局
会

567 34 12 89101112
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事
務
局
体
制 

 
 人

事 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

顧 
 
 

問 
 

加
藤
錦
三 

 

大
矢
昭
夫 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

代 
 

表 
 

梅
野
敏
基 

 

 
 
 
 
 
 

「
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
」
担
当 

 

  

事
務
局
長 

 

加
藤 

徹 
 

 

  

会
計
・
会
報 

寺
脇
正
治 

 

 
 
 
 
 

 

「
あ
い
ち
平
和
の
た
め
の
戦
争
展
」 

 

 
 
 
 
 
 
 

担
当 

 

会
計
監
査 

 

栄
木
房
子 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

広
報
・
渉
外 

 

 
 
 
 
 
 
 

加
藤
敏
晴 

 
 

 
 
 
 
 

 

「
ピ
ー
ス
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

in 

瀬
戸 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

戦
争
体
験
を
語
り
継
ぐ
会
」
担
当 

 
 
 
 
 
 
 

芝
田
政
春 

 
 

 
 
 
 
 
 
 

大
橋
正
博
（
新
規
） 

 

資
料
・
調
査 

 
 

 
 
 
 
 
 
 

熊
谷
達
也 
 

 

 
 
 
 
 
 
 

野
田
茂
生 
 

 

 
 
 
 
 
 
 

羽
根
田
正
之 

 

   
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 

以
上 

 

 
 

0.0 

10.0 

20.0 

30.0 

40.0 

50.0 

60.0 

70.0 

06
月

24
日

06
月

25
日

06
月

26
日

06
月

27
日

06
月

28
日

06
月

29
日

06
月

30
日

07
月

01
日

07
月

02
日

07
月

03
日

07
月

04
日

07
月

05
日

07
月

06
日

07
月

07
日

梅野代表 大活躍 

撮影の様子 6 月 4 日 

HP：放映後二日間で過去最高の１１０アクセス 

７
月
１
日 

9
月
24
日
（
土
）
13
：
30
～ 

新
郷
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
「
さ
と
の
家
」 

 
 
 
 

瀬
戸
市
東
赤
重
町
１
丁
目
１
０
０
番
地 

☎
０
５
６
１-

８
２-

３
３
０
０ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

愛
知
環
状
鉄
道
「
瀬
戸
口
」
北
へ
徒
歩
10
分 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
駅
は
南
に
向
っ
て
い
る
の
で
大
き
く
迂
回
し
な
い
と
い
け
な
い
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

瀬戸地下軍需工場跡を保存する会主催 
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ピ-スフェスティバル in 瀬戸「戦争体験を語り継ぐ会」 

第３回 

 

８
月
２
７
日
パ
ル
テ
ィ

せ
と
４
Ｆ
大
会
議
室
で
戦

争
体
験
を
語
り
継
ぐ
会
第

３
回
「
被
爆
２
世
と
し
て
」

と
題
し
て
竹
元
稔
郎
さ
ん

と
太
田
知
恵
子
さ
ん
の
講

演
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

参
加
者
は
３
５
名
。
下
記

に
参
加
者
の
感
想
を
上
げ

ま
す
。 

感
想 

・
戦
争
を
知
ら
な
い
世
代
の
私
で

す
が
、
戦
争
は
遠
い
国
の
こ
と
だ

と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
ロ
シ
ア

の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
に
よ
り
戦
争

を
身
近
に
感
じ
て
き
ま
し
た
。
戦

争
は
よ
く
な
い
こ
と
と
だ
れ
も
が

思
っ
て
い
ま
す
。
思
っ
て
い
る
だ

け
で
は
い
け
な
い
。
無
知
・
無
関

心
で
は
い
け
な
い
と
思
い
参
加
し

ま
し
た
。 

 

・
広
島
に
原
爆
が
落
と
さ
れ
悲
惨

な
状
況
に
な
っ
た
時
、
日
本
が
す

ぐ
に
降
伏
す
れ
ば
長
崎
の
原
爆
が

さ
け
ら
れ
た
の
で
は
？
ロ
シ
ア
が

核
を
使
う
こ
と
を
止
め
る
た
め
に

私
達
は
何
を
す
れ
ば
よ
い
の
か
？ 

 

・
映
像
や
写
真
を
使
っ
て
の
説
明

が
分
か
り
や
す
か
っ
た
。「
戦
争
と

か
何
か
」
に
つ
い
て
中
学
校
の
教

科
書
に
載
せ
て
全
て
の
中
学
生
に

教
え
る
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。 

 

・「
戦
争
と
社
会
経
済
と
の
関
係
」

に
つ
い
て
話
が
聞
き
た
い
。 

 

・
平
和
教
育
の
必
要
性
を
感
じ
て

い
ま
す
。
自
分
の
知
ら
な
い
こ
と

が
多
い
と
思
い
ま
し
た
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

第 2回 

 7月 23日（土）13：30～15：

30 文化センター22会議室で

2回目の戦争体験を語り継ぐ会

が行われました。当日は 46名

もの参加者がありました。 

僅か 5 歳で 8 月 9 日のソ連侵攻

から昭和 21年の 10 月まで 1年

2 か月以上に渡る逃避行を経験

された須田さんのお話は、幼かっ

た頃とはいえ、現在のウクライナ

の人々の悲惨な避難生活を彷彿

とさせるものがありました。須田

さんの詳しいお話は次号以降連

載でお伝えします。（寺脇） 

 

満州引揚者 
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被爆遺構展示館＝今年新しく原爆資料館の

東側にできた発掘遺構を展示している。実際

は一坪程度。 

左は現在開発中の地中より発掘された鉄製

の水道管。 

  
 

 

８
月
２
０
日
（
土
）
～
２ 

２
日
（
月
）
の
３
日
間
、
広
島
市
に
お
い
て
第
２
５
回
戦
争

遺
跡
保
存
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
広
島
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
コ

ロ
ナ
禍
の
た
め
対
面
で
開
催
さ
れ
る
の
は
３
年
ぶ
り
で
、
全

国
か
ら
多
数
の
参
加
者
が
活
発
な
討
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

３
日
間
を
通
し
て
、
広
島
を
は
じ
め
、
各
地
の
活
動

の
中
で
若
者
た
ち
の
積
極
的
な
参
加
が
見
ら
れ
、
将

来
に
対
し
て
の
明
る
い
希
望
を
強
く
感
じ
た
大
会
で

し
た
。
以
下
に
樫
村
愛
子
さ
ん
（
愛
知
大
学
教
授
）

の
ご
報
告
を
掲
載
し
ま
す
。 
 
 
 

（
寺
脇
） 

被服廠跡と 

案内していた

だいた方々 

松代のボランティア

ガイドの方 

歩兵第 11連隊碑の前で戦争加害について説明を受ける 

全体会（広島青少年センター） 8月 20日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

樫
村
愛
子 

  

寺
脇
さ
ん
と
私
が
参
加
し
た
、
第
25
回
戦
争

遺
跡
保
存
全
国
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
広
島
大
会
（
8

月
20-

22
日
、於
広
島
市
青
少
年
セ
ン
タ
ー
）
に
つ

い
て
報
告
し
ま
す
。 

 

瀬
戸
地
下
軍
需
工
場
跡
を
保
存
す
る
会
が
会

員
に
な
っ
て
い
る
「
戦
争
遺
跡
保
存
全
国
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
」
に
つ
い
て
は
、
結
成
当
初
く
ら
い

か
ら
寺
脇
さ
ん
は
参
加
し
て
い
た
と
の
こ
と

で
、
そ
の
歴
史
を
た
く
さ
ん
ご
存
知
か
と
思
い

ま
す
の
で
ま
た
直
接
お
聞
き
く
だ
さ
い
。
私
は
、

館
山
大
会
（
第
19
回
、２
０
１
５)

、
高
知
大
会
（
第

21
回
、
２
０
１
７
）
に
引
き
続
き
、
三
回
目
の
今

回
の
広
島
大
会
に
参
加
し
た
新
参
者
で
十
分
な

報
告
と
い
え
る
か
ど
う
か
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、

そ
れ
に
し
て
も
今
回
の
広
島
大
会
は
感
動
し
ま

し
た
。
原
爆
ド
ー
ム
も
広
島
も
、
い
わ
ゆ
る
日

本
に
お
け
る
ダ
ー
ク
ツ
ー
リ
ズ
ム
、
戦
争
遺
跡

の
原
点
だ
か
ら
で
す
。
そ
の
広
島
が
こ
れ
ま
で

一
回
も
開
催
地
に
な
っ
て
こ
な
か
っ
た
理
由

は
、
現
地
の
戦
跡
保
存
運
動
体
が
あ
っ
た
の
か

な
か
っ
た
の
か
は
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
戦
跡
遺

跡
保
存
全
国
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
会
と
し
て
の
参

加
が
な
か
っ
た
か
ら
で
す
。 

 

コ
ロ
ナ
禍
で
２
０
２
０
年
は
中
止
、
オ
ン
ラ
イ

ン
の
会
が
続
き
、
3
年
ぶ
り
に
対
面
の
会
と
の

こ
と
で
、
皆
さ
ん
、
嬉
し
そ
う
で
熱
気
も
あ
り

ま
し
た
（
私
は
原
発
公
害
運
動
の
研
究
者
除
本
※

12P
に
つ
づ
く 
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長浦毒物貯蔵庫跡（大久野島）で安部さん 

           2018年 8月 

数年前に行った大久野島、懐かしい 

 原爆や空襲の被害国ではあるけど、毒ガスを製造して、

人間に使用した加害国である事も忘れてはならない。 

戦争に負けた際に大事な記録を抹消してしまった事は大

きいですね� 

 愛媛大会の後、うさぎのエサを買って、大久野島の戦

跡巡りをした事は大切な思い出です�� 

当時、大久野島で動員されている方のお話をニュース等

で拝見するとリアルな言葉が身に染みます� 

これからも国によって翻弄されない事を祈ります。  

           8月 11日     安部友里絵
� 

安部友里絵さんのフェイ
スブックページ８月１１
日（ドキュメンタリー番組
の感想）と 13 日のを引用
しました。  （寺脇） 
 
    
 

 ７月下旬、リニューアルされた広島の原爆資料館へやっと行けました  

 (今年の 3月に広島へ行った際はまん延防止の為、閉館していて入れず ) 

 小学生の頃、修学旅行で広島の原爆資料館へ訪れた際、強烈な印象を残していた、焼けた皮膚

が垂れ下がった状態の親子の蝋人形は残念ながら撤去されていました リニューアル前の方が良

かったと見る前から勝手に思っていたのですが、いざリニューアルされた館内を巡っていると、

苦しい戦況下でも普段通りの生活を送っていた一般市民の日々が一瞬にして奪われた現状がよく

伝わる、人々に寄り添った展示内容へと変わっていたように思います。 

 原爆が落とされる前、何があった場所なのかよく分かっていませんでしたが、原爆ドーム付近

では民家や商店、病院やお寺、神社などがあった事が分かる地図があり、ありふれた普通の街に

落とされたのだなというのがよく分かり、衝撃を受けました。 

 レストハウス（※）も行った事がなく、初めて入りました。地下には被爆当時のままの部屋が

残されている部分もあり、無料ながら見応えのあるものでした。 

夏休みということもあり、小さな子どもさんを連れたご家族の方も多く、親御さんが原爆の事を

分かりやすいように子どもに伝えている姿やまた子どもさんが話を聞いて、なぜ？と疑問を持っ

て、親御さんに聞いている場面を度々見かけたのが印象的でした。 

少しの事だけど、平和の和が広がるといいなと思います    8月 13日    安部友里絵 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 
 
 

 
 

+14件 

 

 

 

 

14あなた、岩脇 彰、他 12人 

 

（※）レストハウス＝1929(昭和４)年に建った大正屋呉服

店のレトロモダンなビルが基にある被爆建物です。 広島市

の観光案内所兼休憩所として改修を重ね、2020（令和２）

年 7月、平和記念公園を訪れる人々と、歴史、地域振興、

観光などの多様な活動をつなぐ起点として、リニューアル

オープン。 （レストハウス HPより） 

中
央
に
あ
る
建
物
が
大
正
屋
呉
服
店 

 
 

 
 
 
 
 
 

（
現
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
） 

 

TBS NEWS DIG のドキュメンタリー番組を見た感想 

 

現
原
爆
ド
ー
ム 

レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
地
下
に
あ
る
模
型 

https://www.facebook.com/photo/?fbid=5054286321360955&set=pcb.5054322038024050&__cft__%5b0%5d=AZVlEDrH6_7UNh8OhLdABGR1s1X80NDFGYKPqcJh-hAsxyeoYsrNApdYdK5RmtHldTMsRqqGmNbGyDAoZ_clizANEES46UOEm4YLevWy2orPn4OuIElj27xGhXdlR70z_oQIg6XKq3XkKLkbyzvRGyE6P77j8IpEkY7t0wQkTjbTKQ&__tn__=*bH-R
https://www.facebook.com/photo/?fbid=5054286321360955&set=pcb.5054322038024050&__cft__%5b0%5d=AZVlEDrH6_7UNh8OhLdABGR1s1X80NDFGYKPqcJh-hAsxyeoYsrNApdYdK5RmtHldTMsRqqGmNbGyDAoZ_clizANEES46UOEm4YLevWy2orPn4OuIElj27xGhXdlR70z_oQIg6XKq3XkKLkbyzvRGyE6P77j8IpEkY7t0wQkTjbTKQ&__tn__=*bH-R
https://www.facebook.com/photo/?fbid=5054286321360955&set=pcb.5054322038024050&__cft__%5b0%5d=AZVlEDrH6_7UNh8OhLdABGR1s1X80NDFGYKPqcJh-hAsxyeoYsrNApdYdK5RmtHldTMsRqqGmNbGyDAoZ_clizANEES46UOEm4YLevWy2orPn4OuIElj27xGhXdlR70z_oQIg6XKq3XkKLkbyzvRGyE6P77j8IpEkY7t0wQkTjbTKQ&__tn__=*bH-R
https://www.facebook.com/photo/?fbid=5054286941360893&set=pcb.5054322038024050&__cft__%5b0%5d=AZVlEDrH6_7UNh8OhLdABGR1s1X80NDFGYKPqcJh-hAsxyeoYsrNApdYdK5RmtHldTMsRqqGmNbGyDAoZ_clizANEES46UOEm4YLevWy2orPn4OuIElj27xGhXdlR70z_oQIg6XKq3XkKLkbyzvRGyE6P77j8IpEkY7t0wQkTjbTKQ&__tn__=*bH-R
https://www.facebook.com/photo/?fbid=5054286941360893&set=pcb.5054322038024050&__cft__%5b0%5d=AZVlEDrH6_7UNh8OhLdABGR1s1X80NDFGYKPqcJh-hAsxyeoYsrNApdYdK5RmtHldTMsRqqGmNbGyDAoZ_clizANEES46UOEm4YLevWy2orPn4OuIElj27xGhXdlR70z_oQIg6XKq3XkKLkbyzvRGyE6P77j8IpEkY7t0wQkTjbTKQ&__tn__=*bH-R
https://www.facebook.com/photo/?fbid=5054286941360893&set=pcb.5054322038024050&__cft__%5b0%5d=AZVlEDrH6_7UNh8OhLdABGR1s1X80NDFGYKPqcJh-hAsxyeoYsrNApdYdK5RmtHldTMsRqqGmNbGyDAoZ_clizANEES46UOEm4YLevWy2orPn4OuIElj27xGhXdlR70z_oQIg6XKq3XkKLkbyzvRGyE6P77j8IpEkY7t0wQkTjbTKQ&__tn__=*bH-R
https://www.facebook.com/photo/?fbid=5054286364694284&set=pcb.5054322038024050&__cft__%5b0%5d=AZVlEDrH6_7UNh8OhLdABGR1s1X80NDFGYKPqcJh-hAsxyeoYsrNApdYdK5RmtHldTMsRqqGmNbGyDAoZ_clizANEES46UOEm4YLevWy2orPn4OuIElj27xGhXdlR70z_oQIg6XKq3XkKLkbyzvRGyE6P77j8IpEkY7t0wQkTjbTKQ&__tn__=*bH-R
https://www.facebook.com/photo/?fbid=5054286364694284&set=pcb.5054322038024050&__cft__%5b0%5d=AZVlEDrH6_7UNh8OhLdABGR1s1X80NDFGYKPqcJh-hAsxyeoYsrNApdYdK5RmtHldTMsRqqGmNbGyDAoZ_clizANEES46UOEm4YLevWy2orPn4OuIElj27xGhXdlR70z_oQIg6XKq3XkKLkbyzvRGyE6P77j8IpEkY7t0wQkTjbTKQ&__tn__=*bH-R
https://www.facebook.com/photo/?fbid=5054286364694284&set=pcb.5054322038024050&__cft__%5b0%5d=AZVlEDrH6_7UNh8OhLdABGR1s1X80NDFGYKPqcJh-hAsxyeoYsrNApdYdK5RmtHldTMsRqqGmNbGyDAoZ_clizANEES46UOEm4YLevWy2orPn4OuIElj27xGhXdlR70z_oQIg6XKq3XkKLkbyzvRGyE6P77j8IpEkY7t0wQkTjbTKQ&__tn__=*bH-R
https://www.facebook.com/photo/?fbid=5054286464694274&set=pcb.5054322038024050&__cft__%5b0%5d=AZVlEDrH6_7UNh8OhLdABGR1s1X80NDFGYKPqcJh-hAsxyeoYsrNApdYdK5RmtHldTMsRqqGmNbGyDAoZ_clizANEES46UOEm4YLevWy2orPn4OuIElj27xGhXdlR70z_oQIg6XKq3XkKLkbyzvRGyE6P77j8IpEkY7t0wQkTjbTKQ&__tn__=*bH-R
https://www.facebook.com/photo/?fbid=5054286464694274&set=pcb.5054322038024050&__cft__%5b0%5d=AZVlEDrH6_7UNh8OhLdABGR1s1X80NDFGYKPqcJh-hAsxyeoYsrNApdYdK5RmtHldTMsRqqGmNbGyDAoZ_clizANEES46UOEm4YLevWy2orPn4OuIElj27xGhXdlR70z_oQIg6XKq3XkKLkbyzvRGyE6P77j8IpEkY7t0wQkTjbTKQ&__tn__=*bH-R
https://www.facebook.com/photo/?fbid=5054286464694274&set=pcb.5054322038024050&__cft__%5b0%5d=AZVlEDrH6_7UNh8OhLdABGR1s1X80NDFGYKPqcJh-hAsxyeoYsrNApdYdK5RmtHldTMsRqqGmNbGyDAoZ_clizANEES46UOEm4YLevWy2orPn4OuIElj27xGhXdlR70z_oQIg6XKq3XkKLkbyzvRGyE6P77j8IpEkY7t0wQkTjbTKQ&__tn__=*bH-R
https://www.facebook.com/photo/?fbid=5054287031360884&set=pcb.5054322038024050&__cft__%5b0%5d=AZVlEDrH6_7UNh8OhLdABGR1s1X80NDFGYKPqcJh-hAsxyeoYsrNApdYdK5RmtHldTMsRqqGmNbGyDAoZ_clizANEES46UOEm4YLevWy2orPn4OuIElj27xGhXdlR70z_oQIg6XKq3XkKLkbyzvRGyE6P77j8IpEkY7t0wQkTjbTKQ&__tn__=*bH-R
https://www.facebook.com/photo/?fbid=5054287031360884&set=pcb.5054322038024050&__cft__%5b0%5d=AZVlEDrH6_7UNh8OhLdABGR1s1X80NDFGYKPqcJh-hAsxyeoYsrNApdYdK5RmtHldTMsRqqGmNbGyDAoZ_clizANEES46UOEm4YLevWy2orPn4OuIElj27xGhXdlR70z_oQIg6XKq3XkKLkbyzvRGyE6P77j8IpEkY7t0wQkTjbTKQ&__tn__=*bH-R
https://www.facebook.com/photo/?fbid=5054287031360884&set=pcb.5054322038024050&__cft__%5b0%5d=AZVlEDrH6_7UNh8OhLdABGR1s1X80NDFGYKPqcJh-hAsxyeoYsrNApdYdK5RmtHldTMsRqqGmNbGyDAoZ_clizANEES46UOEm4YLevWy2orPn4OuIElj27xGhXdlR70z_oQIg6XKq3XkKLkbyzvRGyE6P77j8IpEkY7t0wQkTjbTKQ&__tn__=*bH-R
https://www.facebook.com/photo/?fbid=5054287031360884&set=pcb.5054322038024050&__cft__%5b0%5d=AZVlEDrH6_7UNh8OhLdABGR1s1X80NDFGYKPqcJh-hAsxyeoYsrNApdYdK5RmtHldTMsRqqGmNbGyDAoZ_clizANEES46UOEm4YLevWy2orPn4OuIElj27xGhXdlR70z_oQIg6XKq3XkKLkbyzvRGyE6P77j8IpEkY7t0wQkTjbTKQ&__tn__=*bH-R
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 今年の夏は、「リモート」で明け暮れた 2年間を吹っ飛ばすか

のように、各地でいろんな活動が対面開催で行われました。 

 その中でも、3 年ぶりの対面開催になった戦争遺跡保存全国

シンポジウムは「戦跡保存の原点」でもある広島市で行われ、

会場には全国よりのべ 300名以上の方々があつまり活発な討議

が行われました。現地見学会も 4 コースで行われ戦跡保存の本

来の意義を改めて感じました。今回のシンポジウムでは若い人

達の活躍に勇気をいただいた 3 日間でした。また旧来の知人と

も友好を深めることができ、大変有意義で濃い時間を持つこと

ができました。みなさま本当にありがとうございました。 

                   2022年９月 10日（T） 

            

         
 
 
 

 ２
０
２
３
年
度 

 

 
 

 
 
 

会
費
・
カ
ン
パ
の
お
願
い
！ 

 

本
会
は
総
会
を
持
っ
て
会
計
年
度
が
変
わ
り
ま
す
。

８
月
以
降
に
い
た
だ
い
た
会
費
・カ
ン
パ
は
２
０
２
３
年

度
に
計
上
さ
れ
ま
す
。
同
封
の
振
込
用
紙
で
ご
送
金
く

だ
さ
い
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
会
費
・カ
ン
パ
納

金
済
み
の
方
は
振
込
用
紙
を
破
棄
し
て
く
だ
さ
い
。 

※
さ
ん
と
思
わ
ず
現
地
で
再
会
し
ま
し
た
。
公
害
運

動
も
語
り
手
の
継
承
問
題
を
抱
え
て
お
り
、
参
考
に

聞
き
に
来
た
と
の
こ
と
で
し
た
）
。 

 
近
々
で
は
豊
川
大
会
（
第
22
回
、２
０
１
８
）
が

開
か
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
背
景
に
は
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
の
会
員
で
あ
る
豊
川
海
軍
工
廠
跡
地
保
存

を
進
め
る
会
の
存
在
が
あ
り
ま
し
た
。
瀬
戸
の

皆
さ
ん
は
あ
ま
り
参
加
さ
れ
な
い
と
の
こ
と
で

と
て
も
残
念
で
す
。 

 

 

他
の
会
の
活
動
は
瀬
戸
に
と
っ
て
も
参
考
に

な
る
こ
と
は
多
く
、
特
に
大
会
の
3
日
目
の
現

地
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
戦
跡
ツ
ア
ー
は
、
本
当
に

勉
強
に
な
る
か
と
思
い
ま
す
。
毎
年
夏
な
の
で
、

見
学
会
は
暑
い
で
す
け
れ
ど
。 

 

今
回
の
大
会
趣
旨
に
は
以
下
の
よ
う
に
広
島

の
こ
と
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。 

「
原
爆
ド
ー
ム
の
世
界
遺
産
登
録
を
目
指
す
運
動

は
、
国
史
跡
の
指
定
基
準
の
改
正
に
つ
な
が
り
、明
治

以
降
の
戦
争
遺
跡
に
つ
い
て
国
の
史
跡
・文
化
財
登
録

へ
の
道
を
開
き
ま
し
た
。
ま
た
原
爆
ド
ー
ム
を
含
む

多
く
の
被
爆
建
物
の
保
存
は
、
市
民
の
声
や
運
動
が

あ
っ
て
こ
そ
実
現
し
た
も
の
で
す
。
そ
の
意
味
で
、
広

島
は
日
本
に
お
け
る
戦
争
遺
跡
保
存
運
動
の
一
つ
の

原
点
と
い
え
ま
す
。
」 

 

ま
た
、
今
回
は
軍
都
や
加
害
の
歴
史
（
特
に

陸
軍
第
5
師
団
歩
兵
第
十
一
連
隊
が
マ
レ
ー
作
戦
の

大
虐
殺
に
関
わ
っ
た
こ
と
。
な
の
に
そ
れ
は
戦
勝
、
誉

と
し
て
碑
に
残
っ
て
お
り
、
現
地
の
人
が
見
て
問
題
に

な
っ
て
い
ま
す
）
と
共
に
、
広
島
で
現
在
進
行
形

で
起
こ
っ
て
い
る
、
戦
争
遺
跡
の
保
存
を
め
ぐ

る
市
と
の
対
立
と
そ
の
運
動
を
担
う
人
々
が
実

行
委
員
会
メ
ン
バ
ー
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
ホ
ッ

ト
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。 

 

実
行
委
員
長
の
多
賀
俊
介
氏
（
72
歳
）
は
、
個

人
と
し
て
熊
本
大
会
（
第
23
回
、２
０
１
９
）
か
ら

参
加
し
て
お
り
、
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
中
・
高
な

ど
の
教
員
を
務
め
る
中
、「
廣
島
・ヒ
ロ
シ
マ
・広
島
を

歩
い
て
考
え
る
会
」
を
２
０
１
０
年
に
設
立
し
、
被

爆
地
ヒ
ロ
シ
マ
だ
け
で
な
く
、
軍
都
で
あ
っ
た
廣

島
な
ど
、
加
害
の
歴
史
も
含
め
て
総
合
的
に
、
そ

し
て
た
く
さ
ん
の
歴
史
の
跡
を
実
際
に
歩
い
て
若

い
人
た
ち
に
戦
争
や
平
和
を
伝
え
て
こ
ら
れ
ま
し

た
。
多
賀
氏
の
父
親
は
原
爆
投
下
後
親
族
を
探
し

に
広
島
市
を
訪
れ
た
入
市
被
爆
者
、
多
賀
氏
は
被

爆
二
世
で
、
原
爆
記
念
資
料
館
の
ピ
ー
ス
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
も
11
年
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
約
７
５
０
人
に

話
を
し
て
こ
ら
れ
た
と
の
こ
と
で
す
。
も
し
２
０

１
９
年
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
た
原
爆
記
念
資
料

館
を
見
に
行
こ
う
と
い
っ
た
機
会
が
あ
り
ま
し
た

ら
（
私
の
今
回
の
も
う
一
つ
の
目
的
は
こ
ち
ら
で

し
た
。
）、
多
賀
さ
ん
の
ガ
イ
ド
を
し
て
も
ら
え
る

と
加
害
の
観
点
を
聞
け
る
か
と
思
い
ま
す
。 

       

資
料
館
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
つ
い
て
は
す
で
に
批

判
が
あ
り
ま
す
。
少
し
暗
め
の
ホ
ー
ル
、
英
語
併

記
、
パ
ー
ソ
ナ
ル
に
焦
点
を
当
て
た
展
示
、
写
真
、

証
言
を
も
と
に
高
校
生
た
ち
が
描
い
た
絵(
被
爆

者
の
話
を
聞
き
チ
ェ
ッ
ク
を
受
け
書
き
直
し
ま

す
。
教
育
の
方
法
と
し
て
は
よ
い
試
み
だ
と
思
い

ま
す)

、
証
言
で
構
成
さ
れ
、
デ
ザ
イ
ン
も
、
ユ
ダ

ヤ
博
物
館
な
ど
の
既
視
感
が
あ
り
ま
す
。
で
も
、

洗
練
さ
れ
た
分
、
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
消
費
の
対
象
に

な
っ
た
感
も
あ
り
ま
す
。
最
初
に
文
脈
な
し
に
ト
ラ

ウ
マ
的
現
象
が
飛
び
込
ん
で
く
る
の
で
、
ま
さ
か
こ

れ
で
終
わ
り
？
と
焦
っ
た
ら
、
そ
の
後
で
離
れ
た
と

こ
ろ
に
、
核
と
、
広
島
の
説
明
の
コ
ー
ナ
ー
が
続
き

ま
す
。
見
学
時
間
を
考
え
て
こ
の
順
に
な
っ
た
と
の

こ
と
で
す
。
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
、
ビ
フ
ォ
ア
、

ア
フ
タ
ー
の
模
型
の
方
が
良
か
っ
た
と
思
う
の
で
す

が
、
こ
の
模
型
は
本
川
小
学
校
の
資
料
館
に
移
さ
れ

ま
し
た
。 

ま
た
大
会
要
項
に
は
今
回
の
趣
旨
が
以
下
の
よ
う
に

書
か
れ
て
い
ま
す
。「
広
島
は
『
被
爆
』
に
焦
点
が
強

く
あ
た
る
反
面
、
日
清
戦
争
を
契
機
と
し
て
軍
都
と

し
て
大
き
く
発
展
し
た
地
で
も
あ
り
、 

広
島
市
が
被

爆
建
物
と
し
て
指
定
し
保
存
支
援
し
て
い
る
建
物
の

中
に
も
、
軍
都
廣
島
時
代
の
軍
事
施
設
が
含
ま
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
こ
と
に
改
め
て
注
目
が
集
ま
っ
た
の

は 
2
0
1
9
 

年
、
巨
大
な
被
爆
建
物
で
あ
る
旧
陸
軍
被

服
支
廠
倉
庫
３
棟
（
全
４
棟
で
、
も
う
１
棟
は
国
が

所
有
。
い
ず
れ
も 

1
9
1
3
 

年
建
造
）
に
つ
い
て
、
安

全
対
策
を
主
な
理
由
に
１
棟
保
存
２
棟
解
体
の
方
針

を
出
し
た
の
が
き
っ
か
け
で
す
。
被
爆
者
や
戦
争
遺

跡
保
存
全
国
ネ
ッ
ト
を
は
じ
め
全
国
の
市
民
か
ら
解

体
反
対
の
声
が
寄
せ
ら
れ
た
結
果
、
県
は
方
針
の
再

検
討
を
始
め
、
３
棟
の
重
要
文
化
財
指
定
検
討
や
利

活
用
を
考
え
る
市
民
の
取
り
組
み
も
始
ま
っ
て
い
ま

す
。
一
方
、2

0
2
1
 

年
に
サ
ッ
カ
ー
場
建
設
予
定
地

と
さ
れ
た
中
央
公
園
（
広
島
城
の
西
）
で
、
旧
陸
軍

輜
重
隊
補
充
隊
の
広
大
な
被
爆
遺
構
が
発
掘
中
で
あ

る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
、
保
存
要
望
の
声
が
高
ま

り
ま
し
た
が
、
市
は
『
被
爆
の
痕
跡
が
明
瞭
で
な
い
』

と
し
て
『
一
部
を
切
り
取
っ
て
保
存
』
す
る
に
留
め
、

埋
め
戻
し
、
ス
タ
ジ
ア
ム
建
設
工
事
を
始
め
る
結
果

と
な
り
ま
し
た
。
他
方
、
広
島
市
は
平
和
記
念
公
園

で
地
下
に
埋
も
れ
て
い
た
民
家
の
被
爆
遺
構
を
、

2
0
2
2
 

年
春
に
『
被
爆
遺
構
展
示
館
』 

と
し
て
開
館

し
て
お
り
、
行
政
に
よ
る
初
の
被
爆
遺
構
保
存
展
示

事
業
と
し
て
注
目
さ
れ
ま
す
。」 

今
回
の
大
会
は
、
こ
う
い
っ
た
現
在
の
広
島
の
遺
跡

保
存
を
巡
る
政
治
的
状
況
に
つ
い
て
、
保
存
運
動
に

実
際
に
携
わ
る
人
々
が
報
告
さ
れ
、
緊
張
感
も
あ
り
、

現
在
の
広
島
を
ヴ
ィ
ヴ
ィ
ッ
ド
に
伝
え
る
、
と
て
も

充
実
し
た
大
会
で
し
た
。
そ
も
そ
も
原
爆
ド
ー
ム
の

す
ぐ
そ
ば
に
位
置
す
る
、
会
場
の
青
少
年
資
料
セ
ン

タ
ー
自
体
、
そ
の
ス
タ
ジ
ア
ム
隣
接
の
商
業
施
設
の

工
事
現
場
を
目
の
当
た
り
に
す
る
場
所
で
、
入
り
口

が
工
事
の
た
め
制
限
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
今
、
広
島

は
世
界
的
な
「
ピ
ー
ス
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
の
ま
ち
と
し

て
再
開
発
を
進
め
て
い
る
こ
と
が
現
場
で
ひ
し
ひ
し

と
伝
わ
っ
て
く
る
大
会
で
し
た
。 

で
は
三
日
間
の
内
容
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
ま
ず
第
一

日
目
の
記
念
講
演 

「
ヒ
ロ
シ
マ
の
願
い
を
世
界
へ
―

平
和
行
政
の
歩
み
―
」
は 

元
広
島
市
国
際
平
和
担
当

理
事
（
兼
平
和
記
念
資
料
館
館
長
）
原
田
浩
氏
。
原

田
氏
も
被
爆
者
で
あ
り
、
東
日
本
大
震
災
の
復
興
保

存
の
問
題
に
も
現
在
関
わ
ら
れ
て
い
て
そ
の
話
も
さ

れ
ま
し
た
。
二
分
す
る
住
民
の
意
見
の
う
ち
災
害
遺

跡
の
存
続
反
対
派
は
ト
ラ
ウ
マ
の
問
題
も
あ
り
、
強

引
に
建
設
し
な
い
で
待
つ
と
い
っ
た
話
が
印
象
的
で

し
た
。 

そ
し
て
戦
争
遺
跡
保
存
全
国
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
運
営
委

員
菊
池
実
氏
に
よ
る
基
調
報
告
「
戦
争
遺
跡
保
存
の

現
状
と
課
題

2
0
2
2

」
の
あ
と
、
地
域
報
告
で
広
島

大
学
名
誉
教
授
藤
野
次
史
先
生(

考
古
学
専
門)

が
「
第

二
次
世
界
大
戦
時
の
広
島
市
に
お
け
る
軍
事
施
設
に

つ
い
て
ー
ー
旧
陸
軍
中
国
軍
管
区
輜
重
（
し
ち
ょ
う
）

兵
補
充
隊
跡
、
旧
広
島
陸
軍
兵
器
補
給
廠(

支
廠)

跡
の

遺
構
を
中
心
に
」、「
廣
島
・
ヒ
ロ
シ
マ
・
広
島
を
歩

い
て
考
え
る
会
」
多
賀
俊
介
氏
が
「
旧
陸
軍
被
服
支

廠
倉
庫
保
存
問
題
の
現
在
及
び
被
爆
遺
構
展
示
館
の

意
義
と
課
題
」
に
つ
い
て
報
告
さ
れ
ま
し
た
。 

藤
野
先
生
は
、
広
島
は
明
治
時
代6

鎮
台
の
一
つ
が

置
か
れ
た
都
市
で
、
中
・
四
国
地
方
の
中
央
に
位
置

し
、
瀬
戸
内
海
の
海
運
が
利
用
で
き
る
地
理
的
特
徴

が
あ
っ
た
と
指
摘
し
、
日
清
・
日
露
戦
争
を
通
じ
て

戦
争
継
続
の
た
め
の
兵
站
地
と
し
て
各
種
の
軍
事
施

設
が
急
速
に
整
備
さ
れ
、
明
治
期7

万
の
人
口
は4

0

万
人
に
な
っ
た
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
う
し
て
広

島
は

6
0

カ
所
以
上
の
軍
事
施
設
が
あ
っ
た
巨
大
な

軍
都
と
な
り
原
爆
投
下
の
直
接
的
で
重
要
な
要
因
と

な
っ
た
と
の
こ
と
で
す
。
三
日
目
に
私
た
ち
は
広
島

城
の
中
の
軍
事
施
設
を
ラ
ジ
カ
ル
バ
ナ
ナ
さ
ん(

横

浜
で
話
題
に
な
っ
た
加
害
展
を
担
っ
た
人
た
ち
で
し

た)

に
ガ
イ
ド
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
広
島
城
に

移
転
さ
れ
た
護
国
神
社
の
鳥
居(

被
爆
建
物)

が
尋
常

じ
ゃ
な
い
大
き
さ
で
あ
り(

と
い
う
こ
と
は
護
国
神

社
そ
の
も
の
の
敷
地
の
広
さ
も
。
そ
し
て
今
は
広
島

城
に
移
築
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
遊
就
館
ど
こ
ろ
で
は

な
い
右
翼
の
聖
地
の
よ
う
で
す
。
被
爆
都
市
広
島
が

そ
れ
と
隣
接
し
て
い
る
こ
と
が
ま
さ
に
広
島
の
現
実

な
の
で
す)

、
こ
の
日
見
学
し
た
旧
陸
軍
被
服
支
廠
倉

庫
の
大
き
さ
と
共
に
、
そ
の
様
子
を
し
の
ぶ
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
藤
野
先
生
は
、
軍
馬
や
車
両
を
戦
地

ま
で
輸
送
す
る
旧
陸
軍
輜
重
兵
補
充
隊
跡
の
保
存
運

動
や
、
広
島
大
学
校
舎
な
ど
が
建
設
さ
れ
地
下
に
あ

る
旧
陸
軍
兵
器
補
給
廠
跡
を
ス
ラ
イ
ド
で
紹
介
し
な

が
ら
「
地
下
の
戦
争
遺
構
は
ま
だ
残
っ
て
い
ま
す
。

平
和
を
発
信
す
る
加
害
・
負
の
遺
産
と
し
て
利
活
用

を
考
え
る
運
動
を
広
げ
た
い
」
と
発
言
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
藤
野
先
生
は
第
三
日
目
の
見
学
会
で
寺
脇
さ

ん
と
私
が
参
加
し
たA

コ
ー
ス
で
も
ガ
イ
ド
を
務
め

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。 

 

二
日
目
は
三
分
科
会
に
分
か
れ
て
、
全
国
の
い
く

つ
か
の
会
が
現
状
報
告
を
し
ま
し
た(

第
１
分
科
会

「
保
存
運
動
の
現
状
と
課
題
」、
第
２
分
科
会
「
調
査

の
方
法
と
整
備
技
術
」、
第
３
分
科
会
「
平
和
博
物
館

と
次
世
代
へ
の
継
承
」)

。
寺
脇
さ
ん
と
私
は
第3

分

科
会
に
参
加
し
ま
し
た
。
寺
脇
さ
ん
も
研
究
熱
心
な

の
で
、
瀬
戸
の
会
で
の
報
告
を
度
々
さ
れ
て
い
る
よ

う
で
す
。
第3

分
科
会
で
は
、
松
代
大
本
営
平
和
祈

念
館
の
人
た
ち
が
「
見
学
者
の
た
め
の
リ
ー
フ
レ
ッ

ト
作
り
と
コ
ロ
ナ
ー
ー
小
中
学
生
用
と
外
国
人
用
」

「
迫
ら
れ
る
ガ
イ
ド
増
員
へ
の
対
応
」
、
日
吉
台
地
下

壕
保
存
の
会
の
人
た
ち
が
「
戦
争
遺
跡
の
教
育
的
活

用
の
あ
ゆ
み
―
日
吉
台
地
下
壕
保
存
の
例
か
ら
―
」、

そ
し
て
中
帰
連
平
和
祈
念
館
の
人
々
が
「
赦
さ
れ
た

戦
犯
た
ち
」
を
報
告
さ
れ
、
活
発
な
議
論
が
な
さ
れ

ま
し
た
。
松
代
に
つ
い
て
は
、
コ
ロ
ナ
の
せ
い
で
遠

く
に
行
け
な
い
こ
と
も
あ
り
、
近
隣
の
学
校
な
ど
の

見
学
者
が
増
え
て
お
り
、
ガ
イ
ド
養
成
の
要
請
が
高

ま
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
も
報
告
さ
れ
ま
し
た
。 

後
半
は
、
広
島
の
伝
承
者
の
話
題
も
出
ま
し
た
。
一

日
目
の
夜
に
、
寺
脇
さ
ん
の
友
人
の
お
家
に
う
か
が

っ
て
伝
承
者
を
さ
れ
て
い
る
ご
家
族
か
ら
お
話
を
聞

く
こ
と
が
で
き
て
い
た
の
で
、
広
島
で
作
ら
れ
た
伝

承
者
の
仕
組
み
に
つ
い
て
も
私
が
質
問
し
伝
承
者
の

人
と
議
論
し
ま
し
た
。
伝
承
者
は
、
被
爆
者
の
話
を

聞
い
て
自
分
が
伝
承
し
た
い
人
を
選
び
、
ス
ト
ー
リ

ー
を
書
き
ま
す
。
そ
の
中
身
は
自
由
で
す
が
、
当
事

者
本
人
他
の
３
回
の
チ
ェ
ッ
ク
が
必
須
で
す
。
伝
承

者
は
次
の
伝
承
を
引
き
継
ぐ
こ
と
は
で
き
な
い
の

で
、
被
爆
者
が
な
く
な
れ
ば
伝
承
者
の
仕
組
み
は
な

く
な
る
一
回
限
り
の
制
度
で

1
0

年
前
く
ら
い
に
実

験
的
に
始
ま
り
ま
し
た
。
資
料
館
で
も
講
和
が
聞
け

ま
す
が
、
祈
念
館
が
無
料
で
全
国
に
派
遣
す
る
事
業

を
行
っ
て
お
り
、
伝
承
者
を
目
指
す
人
は
全
国
か
ら

集
ま
っ
て
く
る
そ
う
で
す
。
現
在
の
伝
承
者
の
死
後

は
、
当
事
者
が
伝
え
う
る
生
々
し
い
戦
争
体
験
を
ど

う
継
承
し
て
い
く
の
か
に
つ
い
て
、
ま
た
新
た
な
仕

組
み
が
必
要
で
し
ょ
う
。 

 

広
島
を
唯
一
の
被
爆
国
と
言
っ
て
し
ま
え
ば
、
被

爆
し
た
朝
鮮
人
や
中
国
人
を
排
除
し
て
し
ま
う
と
す

る
批
判
が
会
場
で
も
す
で
に
あ
り
、
最
近
で
は
「
グ

ロ
ー
バ
ル
被
爆
」
と
い
う
議
論
が
出
て
き
て
い
て
、

ま
た
こ
の
伝
承
者
の
仕
組
み
も
、
資
料
館
や
祈
念
館

事
業
の
枠
組
み
の
制
限
の
も
と
で
、
被
爆
者
の
チ
ェ

ッ
ク
が
入
っ
て
い
る
と
い
う
批
判
も
あ
り
ま
し
た
。

加
害
責
任
を
語
る
と
ピ
ー
ス
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
か
ら
排

除
さ
れ
る
と
の
こ
と
で
ド
ー
ム
前
で
フ
リ
ー
で
ガ
イ

ド
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
て
い
る
有
名
な
ガ
イ
ド
さ
ん

の
存
在
も
知
り
ま
し
た(

ち
な
み
に
こ
の
方
に
、
寺
脇

さ
ん
と
私
は
、
被
爆
建
造
物
の
表
面
の
「
ザ
ラ
ザ
ラ
」

(

被
爆
し
た)

と
「
ツ
ル
ツ
ル
」(

影
響
を
免
れ
た)

で
、

熱
線
を
浴
び
た
か
ど
う
か
を
確
認
し
、
光
線
の
向
き

を
推
測
で
き
る
こ
と
他
、
た
く
さ
ん
の
こ
と
を
教
え

て
い
た
だ
き
ま
し
た)

。 

 

広
島
市
は
「
ダ
ー
ク
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
で
は
な
く
「
ピ

ー
ス
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
を
標
榜
し
て
い
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
が
、
被
爆
、
被
害
、
平
和
都
市
を
一
辺
倒
に
掲

げ
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
り
、
三
日
目
の
後
半
の
案
内

を
し
て
く
れ
た
、
ラ
デ
ィ
カ
ル
バ
ナ
ナ
の
人
た
ち
は
、

原
爆
ス
ラ
ム
か
ら
そ
も
そ
も
人
々
を
追
い
出
し
て
平

和
公
園
は
作
ら
れ
た
と
批
判
し
て
い
ま
し
た
。 

原
爆
ス
ラ
ム
に
つ
い
て
の
都
市
社
会
学
の
研
究
に
よ

れ
ば
、
戦
争
前
は
軍
需
工
場
も
や
っ
て
い
た
市
会
議

員
、
任
都
栗
司
が
ひ
ど
く
荒
廃
し
た
広
島
の
復
興
に

重
点
予
算
を
取
っ
て
く
る
た
め
、
平
和
都
市
構
想
を

思
い
つ
き
、
広
島
の
お
か
げ
で
戦
争
が
終
わ
っ
た
の

だ
か
ら
と
正
当
化
し
ま
し
た
。
で
も
復
興
が
進
ま
な

い
と
い
け
な
い
の
で
、
不
法
占
拠
状
態
の
バ
ラ
ッ
ク

群
を
「
原
爆
ス
ラ
ム
」
と
名
付
け
、
平
和
公
園
建
設

の
た
め
の
立
ち
退
き
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。
実
際
、

衛
生
状
態
は
悪
く
火
災
も
し
ば
し
ば
起
き
た
わ
け
で

す
が
、
そ
こ
に
住
ん
で
い
る
人
た
ち
の
連
帯
感
と
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
で
き
て
い
た
と
い
う
調
査
結
果
が
あ

り
ま
す(

生
存
者
が
い
る
う
ち
に
な
さ
れ
た
最
近
の

大
事
な
調
査
だ
っ
た
と
思
い
ま
す)

。
平
和
公
園
と
い

う
当
時
の
ジ
ェ
ン
ト
リ
フ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
立

ち
退
き
と
い
う
証
言
が
そ
こ
か
ら
引
か
れ
る
の
で
し

ょ
う
。
そ
れ
は
現
在
、
平
和
都
市
の
た
め
の
再
開
発

が
軍
都
他
の
歴
史
を
蹴
散
ら
し
て
い
る
こ
と
と
相
同

だ
か
ら
で
す
。
も
ち
ろ
ん
住
宅
確
保
の
上
で
の
立
ち

退
き
で
し
た
が
、
貧
し
い
人
た
ち
に
と
っ
て
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
は
相
互
扶
助
組
織
で
も
あ
っ
た
の
で
す(

仙

波
、2

0
1
6
)

。 

三
日
目
が
メ
イ
ン
と
も
い
え
る
現
地
見
学
会
で
、
今

年
は
、
Ａ
：
旧
被
爆
支
廠
と
広
島
城
周
辺
軍
都
遺
跡

９
P
よ
り
つ
づ
く 

次
号
へ
つ
づ
く 

シンポジウム第3分科会で

質問される樫村さん 

樫村愛子 


